
第
一
〇
六
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

も
り

か
ず

と
し

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

森

和

俊

専
攻
学
科
目

分
子
生
物
学

生

年

月

昭
和
三
三
年

七
月

略

歴

昭
和
五
六
年

三
月

京
都
大
学
薬
学
部
製
薬
化
学
科
卒
業

同

五
八
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

六
〇
年

四
月

岐
阜
薬
科
大
学
薬
学
部
助
手

同

六
二
年

九
月

薬
学
博
士

平
成

元
年

四
月

米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
博
士
研
究
員

同

五
年
一
〇
月

（
株
）
エ
イ
チ
・
エ
ス
・
ピ
ー
研
究
所
副
主
任
研
究
員

同

八
年

四
月

（
株
）
エ
イ
チ
・
エ
ス
・
ピ
ー
研
究
所
主
任
研
究
員

同

一
一
年

四
月

京
都
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
助
教
授

同

一
五
年
一
一
月

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

一



薬
学
博
士
森

和
俊
氏
の
「
小
胞
体
ス
ト
レ
ス

応
答
の
発
見
と
解
明
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

タ
ン
パ
ク
質
が
ゲ
ノ
ム
情
報
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
機
能
を
果
た
す
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
立
体
構
造
を
形
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア

ン
フ
ィ
ン
ゼ
ン
博
士
は
一
九
五
〇
年
代
に
「
タ
ン
パ
ク
質
の
高
次
構
造
は
ア
ミ

ノ
酸
配
列
に
従
っ
て
自
発
的
に
形
成
さ
れ
る
」
と
提
唱
し
、
一
九
七
二
年
に
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
授
け
ら
れ
た
。
し
か
し
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
細
胞
内
は
タ

ン
パ
ク
質
の
濃
度
が
非
常
に
高
い
た
め
に
、
こ
の
ア
ン
フ
ィ
ン
ゼ
ン
の
ド
グ
マ

が
成
立
し
に
く
く
、
細
胞
に
は
タ
ン
パ
ク
質
の
高
次
構
造
形
成
を
介
助
す
る
一

群
の
タ
ン
パ
ク
質
―
分
子
シ
ャ
ペ
ロ
ン
（
一
九
八
八
年
命
名
）
―
が
備
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ホ
ル
モ
ン
の
よ
う
な
分
泌
タ
ン
パ
ク
質
や
受
容
体
な
ど
の
膜
タ
ン
パ
ク
質

は
、
小
胞
体
膜
結
合
性
リ
ボ
ソ
ー
ム
で
合
成
さ
れ
る
が
、
小
胞
体
内
に
は
分
子

シ
ャ
ペ
ロ
ン
が
多
種
多
量
に
存
在
し
、
こ
こ
で
正
し
い
立
体
構
造
を
獲
得
し
た

タ
ン
パ
ク
質
の
み
が
小
胞
体
を
出
て
、
分
泌
経
路
に
の
っ
て
目
的
地
へ
と
輸
送

さ
れ
る
こ
と
が

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
八
八
年
に
、
小
胞
体
に
高
次
構
造
の
異
常
な
タ
ン
パ
ク
質
が
蓄

積
す
る
と
、
こ
の
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
シ
グ
ナ
ル
が
核
へ
伝
え
ら
れ
、
小
胞
体
局

在
性
の
分
子
シ
ャ
ペ
ロ
ン
（
以
後
、
小
胞
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン
と
略
す
）
を
コ
ー
ド

す
る
遺
伝
子
の
転
写
が
活
性
化
さ
れ
、
転
写
誘
導
さ
れ
た
小
胞
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン

に
よ
っ
て
構
造
異
常
タ
ン
パ
ク
質
の
修
復
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
恒
常
性
維
持
機
構
は
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

森

和
俊
氏
は
一
九
八
九
年
に
、
小
胞
体
か
ら
核
へ
の
細
胞
内
情
報
伝
達
を

伴
う
転
写
誘
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
の
分
子
機
構
解
析

を
開
始
し
た
。
ま
ず
出
芽
酵
母
を
用
い
て
、
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
を
感
知
す
る
セ

ン
サ
ーIR

E
1

と
転
写
因
子H

A
C

1

を
同
定
し
、H

A
C

1

を
コ
ー
ド
す
る

H
A

C
1

m
R

N
A

がIR
E

1

依
存
的
な
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
受
け
る
とH

A
C

1

が
産

生
さ
れ
る
と
い
う
全
く
新
奇
な
機
構
に
よ
っ
てIR

E
1

とH
A

C
1

の
間
が
つ
な

が
れ
て
い
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
酵
母
の
応
答
の
主
要
経
路
を
解
明
し
た
。

森
氏
は
次
に
哺
乳
動
物
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
の
分
子
機
構
を
解
析
し
、
酵

母
のIR

E
1-H

A
C

1

経
路
がIR

E
1-X

B
P1

経
路
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
上

に
、A

T
F6

経
路
と
い
う
酵
母
に
は
な
い
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
が
存
在
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

A
T

F6

は
セ
ン
サ
ー
と
転
写
因
子
を
兼
ね
備
え
た
分
子
で
、
前
駆
体
タ
ン
パ

ク
質
と
し
て
構
成
的
に
発
現
し
て
い
る
た
め
に
、
切
断
を
受
け
れ
ば
す
ぐ
に
活

性
型
の
転
写
因
子A

T
F6

が
出
現
す
る
。
こ
れ
に
対
し
てX

B
P1

の
場
合
、
ま

一
一



ずX
B

P
1

m
R

N
A

が
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
さ
れ
、
成
熟
型m

R
N

A

が
翻
訳
さ
れ

て
初
め
て
活
性
型
の
転
写
因
子X

B
P1

が
出
現
す
る
の
で
時
間
が
か
か
る
。

D
N

A

結
合
性
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
活
性
型A

T
F6

よ
り
活
性
型X

B
P1

の
方

が
よ
り
多
く
の
遺
伝
子
の
転
写
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
活
性
型

X
B

P1

は
小
胞
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン
だ
け
で
な
く
、
小
胞
体
で
構
造
異
常
に
な
っ
た

タ
ン
パ
ク
質
を
細
胞
質
に
引
き
出
し
て
ユ
ビ
キ
チ
ン
・
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
系
で

分
解
す
る
小
胞
体
関
連
分
解
の
構
成
因
子
を
も
転
写
誘
導
す
る
こ
と
を
見
い
だ

し
た
。

こ
れ
ら
の
差
異
に
基
づ
き
、
森
氏
は
次
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
提
唱
し
て
い

る
。
小
胞
体
内
に
構
造
異
常
タ
ン
パ
ク
質
が
蓄
積
す
る
と
、
ま
ず
活
性
型

A
T

F6

が
出
現
し
て
小
胞
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン
を
転
写
誘
導
す
る
。
転
写
誘
導
さ
れ

た
小
胞
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン
に
よ
り
構
造
異
常
タ
ン
パ
ク
質
が
巻
き
戻
さ
れ
れ
ば
応

答
は
終
了
す
る
が
、
巻
き
戻
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
活
性
化
型X

B
P1

が

出
現
し
、
小
胞
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン
だ
け
で
な
く
小
胞
体
関
連
分
解
の
構
成
因
子
を

も
転
写
誘
導
し
、
異
常
タ
ン
パ
ク
質
の
分
解
を
も
始
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、

A
T

F6

経
路
に
よ
る
巻
き
戻
し
の
み
の
相
（
一
方
向
性
）
か
らIR

E
1-X

B
P1

経
路
に
よ
る
巻
き
戻
し
と
分
解
の
両
方
を
行
う
二
方
向
性
の
相
に
時
間
依
存
的

に
転
移
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
数
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
合
成
し
た
タ
ン

パ
ク
質
が
構
造
異
常
に
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
直
ち
に
分
解
に
回
す
こ
と
な

く
、
で
き
る
だ
け
巻
き
戻
し
て
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
は
進
化
と
共
に
巧
妙
さ
を
増
し
て
い
る
。

脊
椎
動
物
で
はA

T
F6

に
は
よ
く
似
たA

T
F6α

とA
T

F6β

の
２
種
が
存
在

す
る
。
森
氏
は
、A

T
F6α

あ
る
い
はA

T
F6β

単
独
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
マ
ウ
ス

お
よ
び
メ
ダ
カ
、
さ
ら
にA

T
F6α

A
T

F6β

ダ
ブ
ル
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
お

よ
び
メ
ダ
カ
を
作
出
し
て
解
析
し
、A

T
F6

が
小
胞
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン
を
転
写
誘

導
す
る
主
要
な
因
子
で
あ
る
こ
と
（
こ
れ
に
対
し
て
無
脊
椎
動
物
で
はIR

E
1

が
転
写
誘
導
を
担
っ
て
い
る
）、A

T
F6

の
機
能
完
全
喪
失
は
マ
ウ
ス
と
メ
ダ

カ
の
初
期
発
生
過
程
に
重
篤
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
小
胞
体

シ
ャ
ペ
ロ
ン
は
必
要
に
応
じ
て
そ
の
発
現
量
が
適
切
に
調
節
さ
れ
る
こ
と
が
、

小
胞
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン
の
機
能
そ
の
も
の
と
同
程
度
に
生
体
に
と
っ
て
重
要
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
森
氏
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
異
常
が
細
胞
・
生
体
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
、
小
胞
体
の
イ
メ
ー
ジ
を

「
分
泌
タ
ン
パ
ク
質
の
単
な
る
通
り
道
」
と
い
う
静
的
な
も
の
か
ら
「
分
泌
タ
ン

パ
ク
質
が
正
常
か
異
常
か
を
区
別
し
、
異
常
な
ら
様
々
な
手
段
を
も
っ
て
対
応

す
る
」
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
オ
ル
ガ
ネ
ラ
へ
と
変
貌
さ
せ
た
。
森
氏
の
先
導
に
よ

り
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
の
分
子
機
構
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
多
く
の
医
学
研

究
者
が
こ
の
分
野
に
参
入
し
、
糖
尿
病
、
肥
満
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
や
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
な
ど
の
神
経
変
性
疾
患
、
炎
症
性
腸

一
二



炎
、
心
不
全
、
心
筋
症
、
動
脈
硬
化
な
ど
様
々
な
疾
患
の
発
症
・
進
展
に
関
与

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
が
こ
れ
ら
の
治
療
や
予

防
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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